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的姐の拶な興味ある肺 即実flWrl弼詑呼が捉=せられて
いるが.これらを似て synergi叩 余部を識別する

柵t不和 巳で他の槻隅も考へてみる必封があると瓜は

It.1ろ｡然しそれ呼は今筏の耶兜の発矧 こ伐たなければ

ならない｡

Chamherhin ゐ lipasem!.Qによる転 誹封淋ま

est'erでb-ろ pyrcthrinsには都合よ･く設明Lu来る

那,rotenone'及びnicotineには ester一結合が熟 ,

ので通用する串が出来ない し,軍に pyrerhrins,

rotenor)占,ilicotine及び DDT の様な御題苛乃至

細胞呼吸詩に対しpiper｡nyl.正合物が一般に共力作

mを臭するから,これ等の殺虫剤の昆虫に対する致死

横棒には methylendi.OxyphelIyl基が皆同一の役割

を駒ずると考へられるが,DDT では piperonyl化

合物巾でもPip.cyc.のみが抵抗性家蝿に有効であ

るとの報告は共力作用槻矧 こほ軍に視雅な factorが ′
浴んでいる事を売唆し機構解明の困雄性を忍はせる｡l
要するにこれら難間題の解明は一つに今後の殺虫軌

共力剤並に其の代謝産物の徽丑分析化学の発露とra-

d7oactivetraeerの様な泣所r7:?効果的の物理化学的

手段の通用史に文化学考と生物学者との緊焚な共同的

研究にか サゝ ⊂いるとゆう串が出来る?でなかろうかo
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実t8空に於けるIDDT 残il壬の生物学的定量方法 -

R･IT.Nelson :Alaboratorymethodfor

cl･altlating-DDT residues..J.econlEnt.424):

151･1949･多くの布 摂合成殺虫剤を使町 し･⊥定

期間後に放けるその飼法を生物学的に評価する方政に

ついて.佗,既にいくらかの研究が行われている｡ここ

Mに記載する実験室的な試験方法は,ガラス板に噴霧し一

た種々使用形態を異にする D'DT､の国法を,標準条 -

239



防虫科

件のもとに於て飼育し た羽化後 2~3 自のイエメイ

l'v.[usca domesticαL.によって評価する方法で、あるd

試験にあたってまづハイを約‘1.70C の電気冷蔵庫中

に約四分間おいて不活動朕態となし， これらを深さ

1.7cm直径 9.0cmのペトリャ皿に移す。それから

之を厚さ O.3cmのセロブアシの小板を聞にして 12.. 

7x17.8cmの椅麗なガラス板の上にふせておくム普、

遁の卓上灯をもちいてハイをあたため，これらが冷却

麻酔からさめk時，セロブァ Yの小板の上をすべらせ
て，シャーレを評価しようとする、 DDT麗澄のある

ガラス板の上にずらす。このガラス板とペトリー皿と

学祭 16欝

が丁度電った時から秒、測時計を以て曝露時間をほかる、

__，..定時軍司曝露した後，その上に立方形の金網寵をかぶ

せてペトリ{肌をあげ，ハイ左自由に飛び立たせる百一

ペトリー皿とガラス板はその時籍から取り出し，~虫

率は24時間後の死虫数を以って決定する。常食物とし

ては水で2f告に稀釈した脱脂乳を直径 5:1cmの綿球

にしませて締麗なペトリ ー1ID.にのせて入れておく。こ

うLt.:方法に依って種々使用形態を異にした毒剤の理

法を比較検討する事は可能である。街，無処理区のも

のをかならず設けて併せしらべておく事をわすれでは

ならない。(長沢純夫)
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